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武蔵野大学建築研究所紀要 ( 以下 ｢紀要｣ という ) は、武蔵野大学 ( 研究所 ･ 大学院を含め以下 ｢本学｣ という ) の
教員および大学院学生等の研究成果 ( 以下 ｢論文｣ という ) を年 1 回公表することを目的とする。
2．投稿資格
(1) 紀要に投稿できる者は、①嘱託 ･ 客員 ･ 非常勤を含む本学教員 ･ 研究員ならびに大学院学生 ･ 研究生、②本学関係者
で紀要編集委員会 ( 以下 ｢委員会｣ という ) が認めた者、③委員会が投稿を依頼した者、とする。なお以上の原則に
該当しない場合は、委員会が判断する。
(2) 前項②の ｢関係者｣ とは、大学院を修了 ･ 退学した者で本学に提出した修士論文 ･ 博士論文に関わる成果を発表しよ
うとする者、および本学の研究活動と密接に関わる成果を発表しようとする者(共同研究の相手方など)、とする。なお、
修士論文関連の投稿は論文提出後 1 年以内、博士論文関連の投稿は論文提出後 2 年以内に限る。
(3) 大学院学生 ･ 研究生および (1) 項②の ｢関係者｣ は、事前に指導教員または担当教員の承認を得たうえで、当該教員
を通して投稿申し込み、原稿提出、校正刷りの受け渡し等を行う。






(1) 論文の投稿申し込み期限は 2019 年 10 月 18 日、原稿の提出期限は 2020 年 1 月 6 日とする。
(2) 紀要の発行は 2020 年 3 月とする。
4．投稿要領




(3) 完成した電子版紀要を USB メモリー ( の予定 ) で配布する（抜刷はありません）。
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